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＊
広
報
わ
き
カ
ラ
ー
化　
28
万
円

＊
消
火
栓
取
り
換
え
工
事

　
　
　
　
　
　

   

2
5
9
万
円

＊
給
食
セ
ン
タ
ー
基
金
の
積
み

　

立
て
見
送
り

＊
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
良
に
利
用

　
　
　
　
　
　

6
6
1
6
万
円

＊
債
務
負
担
行
為
で
和
木
駅
管
理

　

委
託
料　

1
2
0
0
万
円
増
額

＊
職
員
給
与
に
国
か
ら
地
方

　

交
付
税
補
填

＊
将
来
を
見
据
え
た
配
水
管
工
事

　

委
託
料　
　
　
　

９
７
２
万
円

＊
来
年
度
よ
り
「
こ
ど
も
誰
で
も

　

通
園
制
度
」
開
始

＊
駒
ヶ
迫
鍛
冶
屋
作
線
整
備
事
業
の

　

測
量
設
計
委
託
料
1
0
0
万
円

＊
米
空
母
艦
載
機
部
隊
配
備
特
別
交

　

付
金
を
利
用
し
、
基
金
積
み
立
て

補
正
予
算

指定管理者が㈱不二ビルサービスに決定

こ
ま
が
さ
こ
か
じ
や
づ
く
り

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
9
日
か
ら
17
日
ま
で
の
9
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
は
、
県
の
人
事

委
員
会
勧
告
に
伴
っ
た
一
般
職
の
給
与
改
正
と
議
会
費
、
総
務
費
、
民
生
費
な
ど
を
含
め
、
合
計
2
億

4
6
0
0
万
円
の
追
加
補
正
と
な
り
ま
し
た
。
懸
案
さ
れ
て
い
た
副
町
長
に
は
、
元
都
市
建
設
課
長
の
山

下
純
二
氏
が
賛
成
多
数
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
4
名
が
登
壇
し
、
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

基
地
関
連
交
付
金　

２
億
５
３
０
万
円

給
食
セ
ン
タ
ー
基
金
の
積
み
立
て
見
送
る

国
か
ら
の
米
空
母
艦
載
機
部
隊
配
備
特
別
交
付
金
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
、
実
施

設
計
の
具
体
的
金
額
、
必
要
性
や
国
の
会
計
検
査
の
厳
し
さ
に
よ
り
見
送
る
こ
と
に
な
る

費
が
安
価
に
な
る
こ
と
や
、
維
持
管

理
が
容
易
に
で
き
る
。

　

病
院
や
買
い
物
な
ど
を
す
る

際
に
便
利
に
な
る
が
、
対
応
す

る
職
員
や
登
録
部
署
は
。（

灰
岡
議
員
）

　

こ
ど
も
園
職
員
2
名
の
対
応

と
な
る
。
教
育
委
員
会
で
認
定

を
受
け
た
方
が
、
予
約
を
し
て
の
利

用
と
な
る
。

　

和
木
駅
管
理
委
託
料
が
3
年

間
で
1
2
0
0
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。
　（
森
脇
議
員
）

　

上
限
と
し
て
の
金
額
で
3
年

後
を
見
据
え
た
賃
金
上
昇
へ
の

対
応
、修
繕
費
な
ど
を
見
越
し
て
い
る
。

円
、
和
木
町
I
C
T
教
育
推
進
基
金

7
6
8
万
円
の
4
つ
の
基
金
。

　

各
積
立
金
は
、
何
年
分
に
な

る
の
か
。
　
　
（
三
分
一
議
員
）

　

健
や
か
安
心
基
金
は
年
間
5

千
万
円
程
度
で
約
6
年
分
、
地

域
振
興
事
業
助
成
基
金
は
年
間
1
千

万
円
で
７
・
8
年
分
、
す
く
す
く
子

ど
も
基
金
は
年
2
7
0
0
万
円
で
約

6
年
分
、
I
C
T
教
育
推
進
基
金
は

年
1
0
0
万
円
で
７
年
分
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等

補
助
金
の
金
額
と
利
用
は
。

（
嘉
屋
議
員
）

　

令
和
7
年
度
で
6
6
1
6
万

円
を
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
良
に
使

い
、
計
画
で
は
1
億
円
ほ
ど
で
あ
る
。

　

職
員
給
与
に
対
し
て
国
か
ら

の
補
助
は
あ
る
の
か
。

（
三
分
一
議
員
）

　

国
か
ら
一
定
程
度
の
地
方
交

付
税
が
出
る
。

　

瀬
田
２
丁
目
の
配
水
管
の
新

設
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

（
上
田
議
員
）

　

町
道
内
に
ル
ー
ト
を
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
な
事
業

ら
れ
る
か
は
、
現
時
点
で
回
答
で
き

な
い
。　

道
路
整
備
事
業
の
内
容
と
、

理
由
は
。
　
　
　
（
嘉
屋
議
員
）

　

駒
ヶ
迫
鍛
冶
屋
作
線
（
蜂
ヶ

峯
公
園
へ
上
が
る
道
路
）
の
区

間
約
2
5
0
m
を
道
路
舗
装
や
、
路

盤
の
全
面
改
良
工
事
を
令
和
8
年
度

に
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
対
応

す
る
た
め
。

　

各
種
基
金
の
積
立
額
は
。

　（
嘉
屋
議
員
）

　

健
や
か
安
心
基
金
3
億

4
4
5
5
万
円
、
地
域
振
興
事

業
助
成
基
金
7
9
8
0
万
円
。
す
く

す
く
子
ど
も
基
金
1
億
4
5
0
6
万

　

岩
国
市
水
道
局
が
古
い
水
道

管
を
順
次
交
換
し
て
お
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
消
火
栓
も
更
新
し
て
い

る
。
和
木
2
丁
目
の
こ
ど
も
園
と
三

井
社
宅
の
間
の
道
路
で
、
県
道
か
ら

旧
ま
つ
や
商
店
ま
で
の
約
2
5
0
m

間
の
水
道
管
を
取
り
換
え
る
。
そ
の

中
で
消
火
栓
3
カ
所
を
更
新
す
る
。

　

今
回
、
米
空
母
艦
載
機
部
隊

配
備
特
別
交
付
金
を
活
用
し
た

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
基
金
が
、
造

成
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。
ま
た
、

来
年
度
に
は
可
能
か
。
（
上
田
議
員
）

　

中
国
四
国
防
衛
局
や
防
衛
省

と
の
話
で
、
基
本
設
計
、
実
施

設
計
に
よ
る
具
体
的
な
金
額
、
建
物

図
面
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

本
年
度
の
積
み
立
て
、
基
金
造
成
を

見
送
っ
た
。
来
年
度
す
ぐ
積
み
立
て

　
文
書
広
報
費
の
追
加
予
算
の

内
訳
と
、
広
報
わ
き
の
表
紙
を

カ
ラ
ー
に
し
た
理
由
は
。（

津
島
議
員
）

　

20
ペ
ー
ジ
の
予
算
で
組
ん
で
い

た
が
、
24
ペ
ー
ジ
に
増
え
た
こ

と
と
、
月
1
万
円
程
度
の
増
額
で
表

紙
が
カ
ラ
ー
に
な
り
、
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
が
見
て
、
明
る
く
な

る
よ
う
に
し
た
。

　

消
火
栓
取
り
換
え
工
事
の
場

所
と
、
内
容
に
つ
い
て
は
。

（
上
田
議
員
）

問問

問

答

答答

答答

答答

答答答答

問

問問

問問問問

問
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１２月定例会



全国コンパクトタウン議会サミットに参加 ふれあい健康館で研修中

周防大島町議会での視察研修

　令和６年５月２２日、全国町村議会議長会において「町村議会の議員報酬の適正化を
促進するための決議」が議決されました。
　これにより、全国的に町村議会では、議会改革や報酬引上げについて検討や見直しを
進めてきています。
　本町でも更なる議会改革を進め、議会・議員の活動量の豊富化と、議員報酬の適正化
に向けて取組むことを目的に、このたび議会改革特別委員会を立ち上げました。昨今、
町議会議員のなり手不足が深刻化しているなか、議会に多様な人材の参画を促す観点か
ら改革を進め、平成１０年以降変わっていない報酬のありかたを住民の皆さまのご理解
をいただきながら、下記のとおり活動していきたいと思います。

【議会改革特別委員会　活動内容】
　※議員報酬と定数の適正化

　※議会活動の活性化

　※議員のなり手不足対策

【委員会構成】
　委 員 長　　灰岡裕美
　副委員長　　上田丈二　
　委　　員　　森脇明美　嘉屋富公　津島宏保
　　　　　　　明本光弘　三分一淳

　１０月１５日から１７日の３日間において総務文教・民生建設常任委員会の委員１０名は、
１５日に徳島県徳島市のふれあい健康館、１６日午前中は県立あすたむランドで視察研修
を行い、施設の運営状況や健康促進活動について学んだ。
　１６日午後から１７日の２日間は、徳島県北島町で「全国コンパクトタウン議会サミット」
が開催され、全議員が出席した。

議会改革特別委員会

議会視察研修報告
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給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
事
業
に
「
一
時

的
に
」
15
億
円
あ
る
財
政
調
整

基
金
を
「
ど
ー
ん
と
お
ろ
し
て
」

事
業
費
に
充
て
る
と
あ
る
が
、

今
後
の
町
財
政
に
危
険
は
な
い

か
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て

15
億
円
あ
る
財
政
調
整

基
金
を
ど
ー
ん
と
お
ろ
し
て
事

業
費
に
充
て
る
と
い
う
私
の
発

言
で
誤
解
を
与
え
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
場
で

お
詫
び
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

改
め
て
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替

え
事
業
の
財
源
等
に
つ
い
て
ご

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
令

和
７
年
２
月
に
作
成
し
た
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画

で
は
、
概
算
の
総
事
業
費
を

15
・
4
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

財
源
と
し
て
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
供
用
開
始
を
令
和
12
年

の
２
学
期
と
想
定
し
、
米
空
母

艦
載
機
部
隊
配
備
特
別
交
付
金

を
充
当
す
る
仮
称
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
基
金
を
令
和
８
年
度

か
ら
積
み
立
て
た
場
合
、
５
年

間
で
12
億
円
、
地
方
債
が
約

２
・
５
億
円
、
一
般
財
源
が
約

９
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

米
空
母
艦
載
機
部
隊
配
備
特

別
交
付
金
を
全
額
給
食
セ
ン

タ
ー
事
業
に
充
当
す
る
期
間
に

実
施
す
る
大
規
模
修
繕
や
各
種

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
他
の

補
助
金
等
の
活
用
を
検
討
し
、

補
助
金
等
が
な
い
場
合
は
、
地

方
債
を
活
用
す
る
こ
と
で
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　

令
和
12
年
度
の
供
用

開
始
な
ら
、
令
和
８
年

度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
各

年
度
の
２
億
６
千
万
円
の
交
付

金
は
確
定
し
て
い
る
の
か
。

　

米
空
母
艦
載
機
部
隊

配
備
特
別
交
付
金
は
、

法
的
根
拠
は
な
い
が
交
付
期
間

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
15
年
間
、

毎
年
国
の
予
算
の
範
囲
内
で
配

分
と
い
う
こ
と
で
理
解
を
し
て

い
る
。

　

令
和
11
年
度
ま
で
の

各
年
度
の
２
億
６
千
万

の
交
付
金
は
確
定
し
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
保
証
が
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

米
空
母
艦
載
機
部
隊

配
備
特
別
交
付
金
は
、

こ
れ
ま
で
年
間
約
２
億
５
千
万

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
議
員
の

言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
確
定
で

は
な
い
。

　
「
こ
れ
は
速
や
か
に

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

向
け
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
時

期
だ
な
と
理
解
、
考
え
て
お
り

ま
す
。」
と
い
う
答
弁
は
修
正

さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の

ゴ
ー
サ
イ
ン
を
修
正
す

る
考
え
は
一
切
な
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

関ヶ浜の給食センター建て替え予定地　

明本 光弘 議員
あけもと みつひろ

Q　給食センター建て替え
　事業の財源等は

動画はこちら

A整備基本計画どおり行う町 長
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一般質問



　
低
学
年
の
不
登
校
児

童
数
に
つ
い
て
は
、
全

国
で
2
万
2
8
6
3
人
と
な
っ

て
お
り
、
小
学
校
全
学
年
の
不

登
校
児
童
数
の
約
16
・
6
%
と

い
う
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
増
加
の
一

途
を
辿
っ
て
お
り
、
特
に
不
登

校
の
低
年
齢
化
を
危
惧
し
て
い

る
。
和
木
町
は
昨
年
度
の
調
査

に
お
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
低
学
年
の
不
登
校
児
童

は
い
な
い
。

　
米
空
母
艦
載
機
部
隊

配
備
特
別
交
付
金
に
つ

い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
問

う
。

　
米
空
母
艦
載
機
部
隊
配
備
特

別
交
付
金
は
何
も
し
な
く
て
も

毎
年
、
必
ず
支
払
わ
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
は
。　

国
の
外
交
・
防
衛
政

策
を
尊
重
し
、
こ
れ
に

協
力
す
る
と
い
う
こ
と
に
対

し
、
和
木
町
の
姿
勢
に
何
ら
変

わ
り
は
な
い
。
私
は
山
口
県
基

地
関
係
県
市
町
連
絡
協
議
会
の

一
員
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し

て
国
に
お
い
て
予
算
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。
加
え
て
、防
衛
省
、外
務
省
、

中
国
四
国
防
衛
局
と
の
協
議
の

場
が
あ
れ
ば
、
周
辺
地
域
及
び

本
町
の
安
心
安
全
の
確
保
、
地

域
振
興
の
た
め
交
付
金
の
要
望

に
行
く
所
存
で
あ
る
。

　
出
前
町
長
室
に
つ
い

て
問
う
。
出
前
町
長
室

で
た
く
さ
ん
出
さ
れ
た
住
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に

応
え
て
い
く
の
か
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は

重
要
度
や
、
予
算
の
規

模
に
よ
っ
て
も
ラ
ン
ク
に
分

け
、
優
先
度
を
決
め
て
か
ら
対

応
す
る
予
定
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
ご
意
見

や
要
望
に
対
応
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
。
中
に
は
予
算
の
制
約

等
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
対
応

で
き
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
か
と

思
う
。

　
町
民
へ
の
報
告
の
方
法
及
び

時
期
だ
が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
並
び
に
、
公
共
施

設
に
お
い
て
閲
覧
で
き
る
形
を

考
え
て
い
る
。

　
報
告
の
時
期
は
、
対
応
や
回

答
を
真
摯
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
度
内

を
目
途
に
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
出
前
町
長
室

を
続
け
て
い
か
れ
る
の

か
。

　
出
前
町
長
室
の
試
み

は
素
晴
ら
し
く
意
義
深

い
と
好
評
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
意
見
や
要
望
を
取
り

ま
と
め
、
役
場
内
で
今
後
の
対

応
や
回
答
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
開
催
予
定

は
未
定
で
あ
る
。

　
小
学
生
の
低
学
年
の

不
登
校
に
つ
い
て
の
報

道
が
あ
っ
た
。

　
和
木
町
は
低
学
年
の
不
登
校

は
あ
る
の
か
。

　
不
登
校
児
童
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

教
育
長

質
問

質
問

出前町長室

和木小学校校舎

中村 充子 議員
なかむら みつこ

Q　米空母艦載機部隊配備特別
　交付金についての考え方は

動画はこちら

A本町の安心安全の確保、
地域振興のため要望に行く

町 長
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＊
町
内
の
在
留
外
国
人
へ
の

　
対
応
は

　

令
和
7
年
度
新
規
事

業
で
、
家
具
転
倒
防
止

等
対
策
補
助
金
が
組
ま
れ
た

が
、
申
請
件
数
と
今
後
の
見
通

し
を
問
う
。

　

現
在
の
申
請
件
数
は

2
件
だ
が
、
す
く
す
く

フ
ェ
ス
タ
等
で
行
わ
れ
た
補
助

金
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
認
知
度
は
56
％
と
半
数

以
上
あ
っ
た
。

　

今
後
の
活
用
意
向
も
、
35
％

が
補
助
金
を
活
用
し
た
い
と
の

結
果
だ
っ
た
。
引
き
続
き
こ
の

補
助
金
制
度
の
周
知
、
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を

想
定
し
、
12
月
７
日
に

沖
灰
場
・
新
地
地
区
で
行
わ
れ

た
津
波
避
難
訓
練
の
内
容
は
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
自

治
会
や
地
域
の
方
と
協

力
し
、
要
支
援
者
に
対
す
る
避

難
支
援
、
災
害
状
況
な
ど
の
情

報
提
供
、
避
難
所
の
開
設
、
救

助
活
動
、
安
全
意
識
を
高
め
る

防
災
講
和
の
実
施
を
行
っ
た
。

　

現
在
、
町
内
に
住
む

外
国
人
の
状
況
は
ど
う

か
。

　

令
和
7
年
3
月
31
日

現
在
の
本
町
に
お
け
る

外
国
人
の
総
人
数
は
1
2
5
人

で
、
国
籍
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が

54
人
・
中
国
が
39
人
・
以
下
韓

国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
続
い
て
い
る
。
こ
こ
数

年
の
推
移
は
、
町
内
の
事
業
者

が
技
能
実
習
生
の
研
修
を
始
め

た
平
成
30
年
頃
か
ら
急
激
に
増

え
、
コ
ロ
ナ
禍
は
一
時
的
に
減

少
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍

前
の
人
数
に
も
ど
っ
て
い
る
。

　

町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
住
民
票
の
作

成
、
各
種
手
続
き
、
税
金
や
健

康
保
険
な
ど
行
政
と
し
て
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
課
題
や
問
題
点
が

あ
れ
ば
問
う
。

　

技
能
実
習
生
に
つ
い

て
は
、
受
け
入
れ
事
業

者
の
担
当
が
本
人
の
委
任
状
を

持
参
し
て
各
種
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
。

　

多
人
数
の
転
出
入
が
あ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
受
け
入
れ

事
業
者
か
ら
、
本
町
へ
連
絡
を

い
た
だ
き
、
繁
忙
時
を
避
け
る

な
ど
の
調
整
や
、
当
日
対
応
で

き
る
人
員
を
確
保
す
る
な
ど
の

対
策
を
と
っ
て
い
る
。

　

現
在
本
町
に
は
、
技

能
実
習
生
が
30
〜
50
人

一
定
期
間
住
ん
で
お
り
、
和
木

5
丁
目
で
は
、
そ
の
住
居
が
準

備
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
本
町
は
そ
の
状
況
を
把
握

し
て
、
ゴ
ミ
の
問
題
や
騒
音
に

つ
い
て
、
事
業
者
と
自
治
会
や

行
政
と
の
連
携
は
と
れ
て
い
る

か
。

　

生
活
ご
み
は
、
町
の

収
集
ル
ー
ト
は
介
さ
な

い
で
、
基
本
的
に
事
業
者
が
処

理
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
騒
音

等
の
諸
問
題
は
自
治
会
や
事
業

者
と
密
に
連
絡
を
と
り
、
対
応

し
て
い
く
。

課
長

課
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

住
民
サ
ー

ビ
ス
課
長

課
長

転倒防止の補助金を利用しよう

質
問

森脇 明美 議員
もりわき あけみ

Q　家具転倒防止等対策補助金の
　申請が少ないのでは

引き続き制度の周知、啓発を
行っていく

企画総務課長

動画はこちら
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指
定
文
化
財
と
し
て

の
認
定
や
歴
史
的
価
値

の
証
明
な
ど
、
ま
た
政
教
分
離

の
原
則
か
ら
も
補
助
を
行
う
こ

と
は
難
し
い
。

　
今
後
人
口
減
少
が
進

む
こ
と
で
単
独
の
自
治

会
だ
け
で
は
、
修
理
な
ど
の
対

象
が
出
来
な
く
な
る
。
大
切
に

守
っ
て
い
く
上
で
、
自
治
会
な

ど
民
間
に
呼
び
か
け
て
史
跡
な

ど
の
修
理
基
金
の
積
み
立
て
を

作
る
な
ど
の
検
討
を
で
き
な
い

か
。

　
年
に
2
回
行
政
懇
談

会
を
行
っ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
議
題
と
し

て
出
し
て
み
る
の
も
一
つ
の
方

法
か
な
と
思
う
。

　
瀬
田
口
大
谷
線
は
枝

木
や
倒
木
に
よ
る
交
通

の
障
害
が
度
々
起
っ
て
い
る
。

　
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
手

段
に
つ
い
て
検
討
出
来
な
い

か
。

　
月
に
一
度
、
担
当
職

員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。
通
行
に
支

障
が
出
た
場
合
に
は
、
早
急
に

対
処
し
て
い
る
。
大
雨
や
台
風

な
ど
予
測
が
可
能
な
場
合
は
、

町
内
業
者
な
ど
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
待
機
等
も
含
め
対

応
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
道
路

上
に
落
石
も
あ
り
、
道

路
崖
側
の
調
査
、
修
理
、
ま
た

交
通
車
両
等
の
安
全
確
保
の
為

に
看
板
や
標
識
の
設
置
の
検
討

は
出
来
な
い
か
。

　
落
石
が
起
こ
っ
た
場

合
に
は
、
石
を
撤
去
す

る
だ
け
で
な
く
、
斜
面
の
状
況

等
を
確
認
し
、
対
策
が
必
要
な

場
合
に
つ
い
て
は
適
切
に
対
応

を
行
う
。

　
道
路
標
識
も
し
く
は
注
意
看

板
の
設
置
は
早
急
に
実
施
を
し

て
い
く
。　

町
内
史
跡
の
修
理
費

用
を
、
町
が
自
治
会
に

協
力
す
る
検
討
は
で
き
な
い

か
。

　
で
き
る
か
ぎ
り
自
治

会
で
検
討
し
て
ほ
し

い
。

　
河
内
神
社
を
大
谷
地

区
で
は
長
く
信
仰
し
、

大
切
に
祀
っ
て
き
た
が
、
由
来
、

歴
史
に
つ
い
て
表
示
が
さ
れ
て

い
な
い
の
で
検
討
で
き
な
い

か
。（
教
育
委
員
会
資
料
で
は
、

河
内
神
社
に
つ
い
て
は
瀬
田
八

幡
宮
の
末
社
と
し
て
河
内
社
と

あ
り
、
祭
神
は
瀬
織
津
姫
命
で

由
緒
は
不
詳
）

　「
わ
き
町
史
」
に
お

い
て
も
、
由
緒
不
詳
と

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
資

料
も
見
つ
か
ら
ず
、
表
示
を
行

う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
和
木
町
内
に
は
、
神

社
や
お
寺
ま
た
お
堂
な

ど
他
に
も
多
く
の
史
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史

が
あ
り
、
大
切
に
保
存
し
て
き

た
も
の
に
対
し
て
、
修
理
等
の

費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
の
検

討
は
出
来
な
い
か
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

課
長

課
長

町
長

教
育
長

教
育
長

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

Q　瀬田口大谷線に注意喚起の
　標識、看板の設置を

A早急に設置を実施していく都市建設課長

動画はこちら

枝木、倒木、落石に注意が必要

大谷地区で信仰されている
河内神社
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町独自の取り組みを

　委員会では、地域に根差した大きな問題が提出され改善に
向けて審議しました。

文化祭の展示

総
務
文
教
常
任
委
員
会

町
単
独
で
の
建
設
を
行
う
場

合
の
比
較
検
討
は
し
た
の
か
︒

︵
三
分
一
委
員
︶

　

令
和
7
年
2
月
に﹁
和

木
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
基
本
計
画
﹂
に
お

い
て
整
備
費
用
を
試
算
し
︑

町
単
独
事
業
と
し
て
︑
財
源

の
一
部
は
米
空
母
艦
載
機
部

隊
配
備
特
別
交
付
金
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
︒

　

和
木
町
文
化
祭
の
美

術
館
で
の
展
示
が
以
前

は
約
4
週
︑
約
20
講
座
行
わ

れ
て
い
た
が
︑
今
年
度
は
︑

2
週
︑
8
講
座
に
減
っ
た
理

由
は
︒　
　
　
　
︵
明
本
委
員
︶

　

和
木
町
文
化
協
会
文

化
祭
展
示
は
︑
以
前
は

5
週
間
16
団
体
が
出
展
し
て

い
た
が
︑
16
団
体
の
う
ち
︑

現
在
活
動
を
続
け
て
い
る
団

体
は
4
団
体
で
あ
り
︑
指
導

者
・
会
員
の
高
齢
化
等
の
理

由
で
解
散
し
縮
小
し
た
と
考

え
て
い
る
︒

　

一
般
利
用
の
貸
館
と

し
て
︑
電
気
店
の
家
電

製
品
の
展
示
会
や
ダ
ン
ス
︑

健
康
体
操
な
ど
の
活
動
︑

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
練
習
や
学

び
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
︒
条
例
に
基
づ
い
て
利

用
し
て
頂
き
た
い
︒

　

出
前
町
長
室
を
こ
の

度
4
回
開
催
さ
れ
た

が
︑
町
民
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
の
報
告
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
︒
ま
た
︑
今
後
の

開
催
予
定
は
︒︵
三
分
一
委
員
︶

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見

や
要
望
を
取
り
ま
と

め
︑
役
場
内
で
対
応
や
回
答

を
検
討
し
︑
年
度
内
で
の
報

告
を
目
途
に
考
え
て
い
る
︒

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
公
共
施

設
で
閲
覧
で
き
る
形
を
と
り

た
い
︒
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
は
未
定
で
あ
る
︒

　

子
ど
も
や
大
人
が
自

由
に
使
え
る
屋
内
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
施
設

の
利
用
の
検
討
は
︒

︵
三
分
一
委
員
︶

　

教
育
委
員
会
関
係
の

施
設
の
使
用
は
︑
あ
ら

か
じ
め
使
用
許
可
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
︑

許
可
な
く
自
由
に
使
う
こ
と

は
出
来
な
い
︒

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
で
岩
国
市
︑
大
竹
市

と
の
地
域
連
携
す
る
場
合
と

　

広
島
市
教
育
委
員
会
で

は
︑
防
犯
カ
メ
ラ
を
市
立

小
中
学
校
に
︑
設
置
す
る
か
ど

う
か
検
討
し
て
い
る
︒
和
木
町

教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
︒　　
　
︵
中
村
委
員
︶

　

疑
い
が
あ
る
か
ら
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
の
で

は
な
く
︑
ま
ず
児
童
生
徒
及

び
教
職
員
を
信
頼
す
る
と
と

も
に
︑
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
︑
物
理

的
に
不
適
切
な
行
為
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
な
環
境
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
︒

　

小
学
生
の
児
童
で
ス

マ
イ
ル
ル
ー
ム
に
通
っ

て
い
る
が
︑
給
食
を
保
健
室

で
食
べ
る
の
で
は
な
く
ス
マ

イ
ル
ル
ー
ム
で
食
べ
る
事
は

で
き
な
い
か
︒　
︵
中
村
委
員
︶

　

本
年
度
か
ら
は
︑
中

学
校
相
談
室
で
食
事
を

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
小
学

生
の
写
真
が
な
い
と
保
護
者

の
方
よ
り
指
摘
が
あ
っ
た
が
︑

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
の
か
︒

︵
中
村
委
員
︶

　

内
容
を
要
望
さ
れ
た

保
護
者
の
方
に
確
認

し
︑改
善
し
た
チ
ラ
シ
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
た
︒　

一
時
預
か
り
の
保
育

料
に
対
し
て
︑
町
独
自

の
補
助
制
度
の
検
討
を
で
き

な
い
か
︒　
　
　
︵
上
田
委
員
︶

　

一
時
預
か
り
事
業
は
︑

1
日
あ
る
い
は
︑
短
時

間
の
預
か
り
で
あ
る
こ
と
か

ら
︑
保
育
料
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
が
︑
国
の
動
向
や

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
︑
注
視
し
て
い
く
︒

　

4
丁
目
に
J
R
線
路

や
引
き
込
み
線
の
高
架

下
の
道
路
に
3
か
所
防
犯
灯

が
な
い
箇
所
が
あ
る
が
︑
設

置
の
検
討
を
出
来
な
い
か
︒

︵
上
田
委
員
︶

　

指
摘
の
場
所
へ
の
街

灯
の
設
置
に
つ
い
て

は
︑
必
要
性
を
鑑
み
て
検
討

す
る
が
︑
街
灯
の
新
設
に
つ

い
て
は
一
定
程
度
充
足
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
︒

　

県
内
高
校
の
統
合
に

つ
い
て
︑
14
校
あ
る
高

等
学
校
を
半
分
の
7
校
に
す

る
計
画
が
す
す
ん
で
い
る
が
︑

和
木
町
教
育
委
員
会
の
対
応

と
考
え
に
つ
い
て
伺
う
︒

︵
上
田
委
員
︶

　

進
路
選
択
に
関
わ
る

事
な
の
で
︑
報
道
で
出

て
い
る
事
に
つ
い
て
は
︑
中

学
校
か
ら
も
情
報
提
供
を
す

る
よ
う
に
指
示
し
た
︒
今
後

県
教
委
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
︵
意
見
公
募
手
続
き
︶

を
受
け
て
の
対
応
や
意
思
決

定
に
対
し
て
︑
詳
細
な
情
報

収
集
に
努
め
る
︒

　

あ
い
あ
い
バ
ス
の
運
行

の
課
題
で
︑
ル
ー
ト
︑
料

金
︑
委
託
会
社
︑
低
床
バ
ス
へ

の
買
い
替
え
に
つ
い
て
問
う
︒

︵
兼
本
委
員
・
三
分
一
委
員
︶

　

運
行
ル
ー
ト
の
縮
小

も
検
討
の
必
要
が
あ
る

が
︑
現
状
で
は
ル
ー
ト
及
び
便

数
は
維
持
し
て
い
く
︒
す
ぐ
の

改
定
は
考
え
て
い
な
い
が
︑
運

行
形
態
の
大
幅
な
見
直
し
の
際

に
検
討
す
る
︒
現
状
は
和
木
交

通
に
協
力
を
お
願
い
す
る
︒
バ

ス
の
更
新
に
つ
い
て
は
︑
現
状

ル
ー
ト
で
の
適
正
や
価
格
に
つ

い
て
検
討
す
る
︒

　

和
木
町
美
術
館
の
民

間
利
用
を
含
め
た
多
目

的
利
用
や
休
館
中
の
有
効
利

用
は
︒　
　
　
　
︵
兼
本
委
員
︶
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た
他
の
事
業
が
継
続
で
き
る

の
か
︒　
　
　
　
︵
明
本
委
員
︶

　

活
用
し
て
い
る
基
金

の
い
ず
れ
も
給
食
セ
ン

タ
ー
完
成
予
定
の
令
和
12
年

度
時
点
に
お
い
て
枯
渇
す
る

こ
と
な
く
︑
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
が
可
能
︒

　

公
民
館
講
座
が
減
っ

て
い
る
理
由
に
つ
い
て

及
び
︑
今
後
の
対
応
は
︒

︵
明
本
委
員
︶

　

平
成
27
年
度
に
54
団

体
で
あ
っ
た
が
︑
令
和

７
年
度
で
は
35
団
体
に
減
少

し
て
い
る
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
文
化

協
会
展
示
会
出
展
者
数
の
減

少
と
同
様
に
指
導
者
︑
会
員

の
高
齢
化
な
ど
で
あ
る
︒

　

公
民
館
講
座
と
し
て
︑や
っ

て
み
た
い
と
相
談
が
あ
れ
ば
︑

会
場
の
確
保
な
ど
の
対
応
や

登
録
要
件
を
満
た
せ
ば
認
定

団
体
と
し
て
登
録
し
支
援
す

る
︒　

米
空
母
艦
載
機
部
隊

配
備
特
別
交
付
金
を
活

用
し
た
基
金
の
種
類
と
積
立

額
に
つ
い
て
は
︒︵
明
本
委
員
︶

　

健
や
か
安
心
基
金
今

年
度
積
立
額
1
億
3
8

5
1
万
円
︒
地
域
振
興
事
業

助
成
資
金
積
立
額
2
0
0
0

万
円
︒
和
木
町
す
く
す
く
こ

ど
も
基
金
積
立
額
4
4
0
0

万
円
︒
和
木
町
Ｉ
C
T
教
育

推
進
基
金
積
立
額
2
2
0
万

円
︒　

米
空
母
艦
載
機
部
隊

配
備
特
別
交
付
金
を
す

べ
て
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
費

に
充
て
て
︑
基
金
を
活
用
し

　

地
方
公
共
団
体
及
び
地
域

住
民
団
体
等
が
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
︑

国
有
地
を
地
域
福
祉
向
上
の

た
め
に
利
用
す
る
と
い
う
も

の
︒
桜
並
木
も
活
用
の
方
策

と
し
て
可
能
か
と
考
え
る
が
︑

後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
︑

地
域
住
民
と
の
協
力
体
制
の

整
備
が
必
要
で
︑
町
の
責
任

に
お
い
て
全
て
実
施
す
る
の

は
難
し
い
︒

　

自
宅
訪
問
の
場
合
︑

利
用
券
を
発
行
し
た
上

で
︑
助
産
師
に
直
接
本
人
が

連
絡
す
る
形
は
考
え
ら
れ
な

い
か
︒　
　
　
　
︵
灰
岡
委
員
︶

　

産
後
ケ
ア
事
業
は
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
︒
自

宅
訪
問
に
限
ら
ず
︑
利
用
し
や

す
い
事
業
に
し
て
い
く
に
は
︑

予
約
方
法
の
変
更
が
必
要
︒
町

内
に
は
受
託
機
関
が
な
い
の

で
︑
単
独
で
の
変
更
は
困
難
︒

県
や
受
託
機
関
も
交
え
た
協
議

に
参
加
し
︑
す
で
に
変
更
し
た

市
の
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
︒

　

坂
根
団
地
奥
の

さ
ぼ
う

砂
防

え
ん
て
い

堰
堤
は
︑
長
い
年
月
の

間
に
多
数
の
ク
ラ
ッ
ク
が
入

り
大
変
危
険
な
状
態
︒
県
に

要
望
し
て
も
ら
え
な
い
か
︒

︵
嘉
屋
委
員
︶

　

駒
ヶ
迫
鍛
冶
屋
作
り

線
の
桜
が
伐
採
さ
れ
寂

し
い
と
町
民
か
ら
意
見
︒
今

後
の
予
定
は
︒　
︵
森
脇
委
員
︶

　
ら
く
し

落
枝
が
激
し
く
︑
倒

木
の
危
険
性
も
あ
り
令

和
5
年
度
に
伐
採
︒
桜
は
︑

﹁
い
や
ち

嫌
地
﹂
現
象
が
あ
り
︑
同
じ

場
所
に
植
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
︒
現
状
で
は
竹
木
の
繁

茂
に
よ
り
︑
日
当
た
り
も
悪

く
︑
十
分
な
生
育
は
見
込
め

な
い
︵
公
益
財
団
法
人　

日

本
花
の
会
の
見
解
︶︒
別
案
に

な
る
が
︑
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

内
に
︑
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
な
桜
の
植
樹
を
検
討
中
︒

土
壌
改
良
が
必
要
な
こ
と
や

植
樹
後
の
管
理
も
勘
案
し
︑

1
︑
2
本
の
植
樹
に
な
る
と

思
う
︒　

天
候
を
気
に
せ
ず
に

遊
べ
︑
保
護
者
同
士
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

れ
る
施
設
︑
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
ほ
し
い
︒　
︵
津
島
委
員
︶

　

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
Ｂ

ｅ
ｅ
＋
エ
リ
ア
交
流
棟

の
多
目
的
室
は
︑
予
約
の
な

い
通
常
時
︑
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
︑
椅
子
︑

屋
内
遊
具
が
設
置
し
て
あ
り
︑

自
由
に
利
用
で
き
る
︒

　

町
と
し
て
小
瀬
川
か

ら
新
地
ま
で
の
引
き
込

み
線
跡
地
に
︑
桜
並
木
を
整

備
し
︑
町
民
の
新
た
な
シ
ン

ボ
ル
的
な
エ
リ
ア
を
つ
く
っ

て
み
て
は
︒　
　
︵
津
島
委
員
︶

　

山
口
財
務
事
務
所
よ

り
﹁
国
有
財
産
の
管
理

委
託
﹂
制
度
の
情
報
提
供
を

受
け
て
い
る
︒

　

坂
根
団
地
の
奥
に
あ

る
治
山

え
ん
て
い

堰
堤
は
︑
山
口

県
が
管
理
す
る
構
造
物
︒
状

態
は
︑
県
が
定
期
的
に
点
検

を
実
施
︒
対
応
が
必
要
で
あ

れ
ば
︑
修
繕
工
事
等
が
実
施

さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
︒

今
回
の
審
議
事
項
に
つ
い
て

は
県
に
伝
え
る
︒

　

小
瀬
川
遊
歩
道
を
散

歩
さ
れ
る
方
が
増
え
て

い
る
の
で
照
明
の
設
置
を
し

て
欲
し
い
︒　
　
︵
嘉
屋
委
員
︶

　

夜
間
な
ど
は
転
落
等

の
危
険
度
が
増
加
す
る

の
で
︑
別
の
コ
ー
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
︒
国
管
理

の
河
川
内
で
あ
り
︑
簡
易
的

に
設
置
で
き
る
よ
う
な
照
明

は
許
可
を
得
る
こ
と
は
出
来

な
い
︒
設
置
す
る
場
合
は
︑

増
水
時
に
も
流
出
し
な
い
よ

う
な
強
固
な
構
造
の
も
の
が

求
め
ら
れ
る
︒
こ
れ
ま
で
も

検
討
し
た
が
︑
工
事
費
が
高

額
に
な
る
な
ど
困
難
な
点
が

多
い
︒

委員会委員会
ナ　ウ

公園への道沿いに花の植え込みを

砂防堰堤の点検を

民
生
建
設
常
任
委
員
会
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議会と中学生が社会科の協働学習
 学習課題は「和木町の課題の解決策を提案しよう」 

● わき愛あいフェステイバルでは、時間によって朝は高齢者が
多く、昼からは子ども連れの方が多いなどがわかり、時間に
よってターゲットを絞ることも考えていく必要があるのでは
ないでしょうか。

● SNSやインスタグラムを活用する事が必要です。
● 一定の世代だけでなく広く知ってもらう為には地域の大人や行
政の協力で和木町ＳＮＳを発足することやそのなかでの動画づ
くりに力を入れていくことが必要ではないかと考えています。

「議員の感想」
　中学生が中心となる「和木町 SNS 部」は、地域を知って
もらうことができる意義深いネットワークになると思いま
す。ぜひ、和木町議会も仲間に入れてください。

● 町民同士のコミュニティを充実させることで多くの意見を
取り入れることができます。またその声を反映させること
で町への不満解消に繋がります。

● 結果的に、各町民が町への誇りを持つと共に町をアピール
するようになり「人口増加」に繋がるのではないでしょうか。
　そして「より住みたい町」に近づいていきます。
● 学生時代にできることは、イベントでの活性化であると考
えています。

「議員の感想」
　町づくりには町民の意識も大切な要素と考えています。
その他にも施設や環境対策、福祉、教育、行政など要素が
多く議会も一つ一つ考えていきます。

● 限られた資金をうまく活用することで、和木町の強みを発見し、住み続
けたい、住んでみたいとい思う人が増えると考えます。

● 町の問題に目をむけ、若い人から高齢者までのさまざまな自然現象をみ
すえ、魅力的な町になるよう考えていきます。

「議員の感想」
　毎年予算を審議し、町民のために有効に活用しているかチェック
しています。人口減少については全国的なものですが、ゆるやかな
減少でおさえられるような施策を考えていきます。

　和木町で実施している「あいの一声活動」や「給食サービス」
を小中学生もボランティアで活動できるのではないかと思って
います。作った弁当は、私たち中学生もお手伝いできるのでは
ないかと考えます。
　和木町には避難行動支援者制度がありますが、知らない人が
多いです。理由としては個人情報を知られるのが嫌な人がいる
からです。
　日本はこの先災害が起きることが予想されるので、この制度
を続けていくことや町民への周知が必要だと考えます。
　高齢者にとって住みやすい町は子ども達や障がい者、全体に
とっても住みやすい町であるので、高齢者にとって住みやすい
町を作ることが大切だと思います。

「議員の感想」
　高齢者に優しい町は町民全体が住みやすい町と考えて
いく必要があり、行政だけでは難しい問題も多く抱えて
おり努力し、検討していく必要性を感じています。

　グループは町内空地の利用で、３つの課題をあげました。
　１つ目は和木町の地価を下げる提案ですが、３年に１度の評
価額を決める制度があるために難しいと判断しました。２つ目
は駐車場を借りて利用する方法が良いと結論しました。３つ目
は、旧幼稚園跡地の再利用は、カラオケ店などの娯楽施設を建
設するのでなく、議員さんのアドバイスで、ショッピングモー
ルや様々な店舗にレンタルして、町の収入や観光客を増やす案
が良いと考えました。

「議員の感想」
　生徒は私のアドバイスを上手に活用して、新たな提案に
作り変えてくれました。

３年１組
～中学生の主権者教育～

空き地
利用

町づくり

観光客を
増やす

和木町の
未来

高齢者に
優しい町
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「議員の感想」
　公園の遊具については調査し、行政と相談します。
　旧幼稚園跡地については、議会としても同様な意見も
あり、検討していきます。

● 和木町の公園の遊具が古いので古い遊具を撤去し、新しい
遊具の設置かペンキの塗り替えをして欲しいです。

● 旧幼稚園をリフォームして勉強スペースや小さい子どもが
遊ぶ場所が欲しいと望んでいましたが、議員さんとの話で
撤去が決まっているとわかり、跡地利用で新しい施設とし
て考えて欲しいです。

● 野生動物とゴミの問題について考えました。
● 和木町内にのら猫が多いので、解決策は、地域レス活動と
して、のら猫の不妊治療や地域住民が協力して地域管理を
してのら猫の大量増を防いでいくことができます。

● ゴミの問題では、町内でゴミ拾いのイベントを行い、地域
で活動することでポイ捨てを無くしていくことができます。

● やまと橋付近など町内にゴミ箱を設置するなどが考えられます。
● 住民同士のコミュニティ充実を図ることで、多くの意見を
取り入れることができ、不満解消に繋がります。それにより、
各町民が町への誇りを持ち、かつ町をアピールすることに
より「人口増加」に繋げていくことができます。

「議員の感想」
　のら猫の問題は議会でも何度か取り上げており、ボラン
ティア団体が町内にないので不妊治療をできないが、地域
での意識は大事だと思っています。ゴミ箱の提案も検討し
ていきます。

「議員の感想」
　道路の設備だけでなく、町民の交通手段の課題も検討し
ていく必要性を感じており今後も検討していきます。

３年２組

　１２月５日、議員は和木中学校で３年生の社会科学習「地方自治と私たち」で、授業のグループ
学習に参加しました。
　生徒たちは、和木町の課題だと感じたテーマ（土地利用、環境、交通、公共施設、観光業など）に
ついて事前に学習し、まとめた内容をグループごとに発表して、参加した議員がそれぞれの提案に
対し、アドバイスをするという授業でした。
　生徒の提案に、議員もたじたじとなるなか、今後の町づくりについて大きな刺激を受けました。
３年後には選挙権を持つ中学3年生のみんなが、これからも町政に興味を持つことを願って、授業
を終わりました。

環　境

大改造

交　通

公共
施設

● 和木町には、学習スペースが少なく、自習や学習に使える
場所が、和木町図書館しかなく狭いです。

● 中学校の備品が古く壊れています。サッカーゴールが壊れ
ていて危険です。

● ガードレールや交通標記が錆びています。
● カーブミラーの位置が悪い箇所があります。
● 街灯が少ないと感じています。
● 歩道の白線が消えています。
● 議員の方との話を聞いて交通整備をする上で住んでいる人
達の意見を聞くことも大事であり、必要に応じて予算を決
めていることや自分たちが意見を出すことで反映されやす
くなることがわかりました。

● 対処として、歩道の白線を濃くすることやガードレールを 
新しくする方法があります。

● 住民へのアンケートを取り周辺の課題点を知り、防犯灯や
道路の整備をすることが大事だと考えています。

「議員の感想」
　町の図書館の学習スペースが狭いことは感じているので、
議会で今後取り上げたいです。
　教育委員会とも相談してサッカーゴールには対処したい
と思います。
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議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二　 中村  充子
明本  光弘　 三分一  淳

広 報 部

発行責任者

　議会は、これまで数多く町民との意見交換会「議会町づく
り懇談会」を重ねてきました。近年、その中から強く要望が
ありました「自由な居場所づくり」について、調査・研究を
重ねましたので以下、政策提言として提出しました。

政策提言書

【提言内容】
１．既存公共空間の多目的・複合利用の促進

　総合コミュニティセンター、公民館関ヶ浜・瀬田分館、町立および小・中学校図書館、
美術館、総合福祉会館、各地区の集会所等を改造活用し、多様な人々が利用でき、誰も
が気軽に立ち寄れる、交流拠点としてのコミュニティスペースを整備。

（１）　バリアフリー化
子ども連れから、高齢者、障がいのある方、外国人等、誰もが気兼ねなく利用できるよう、
遊べるスペースや託児機能、多言語表示などの整備。

（２）　いつでも・誰でも
運営時間や曜日を固定せず、朝から夕方まで開放する。多様なライフスタイルの住民
が利用しやすい体制を作る。

２．計画が未定の公共空間に新たにコミュニティ拠点を新設する。

　旧幼稚園、旧保育所の跡地に、新たに上記の内容を含む施設を新設する。

「全世代、多様な背景を持つ人々が集える
　　　　　　　　コミュニティ拠点の創出を」
（いつでも、誰でも、自由に使える居場所づくり）

議会が「政策提言書」を提出

議員を目ざす人のための学校始めます 和木町議会議員を目ざす人
また議会や議員に関心のある方
議員になるための「いろは」

を学びませんか

○ 議会って何をするところ
○ 議員は普段どんな活動をしているの
○ 議会はいつ開かれているの
○ 議会のやりがいは
○ 議員の報酬はいくら
　　色々な議会への疑問を解決

申込み方法
お電話・FAXでお申込みください。
和木町議会事務局　電　話　５２-２１３７
　　　　　　　　　F A X　５２-７２７３
　　　　　　　　　メール　gikai@town.waki.lg.jp

第 1回 日時：２月１６日（月曜日）午後６時～７時３０分
場所：和木町議会１階　委員会室
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